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登録事業所：株式会社クリーンステージ

大阪府和泉市テクノステージ2-3-30

対象事業所：本社・工場

連絡先：TEL 0725-51-3933

FAX 0725-51-3937

設立：平成13年11月6日 資本金：9,000万円

代表者：山本 保

●売上高

2019年度：1,010百万円 2020年度：755百万円

2021年度：798百万円

●処理量

2019年度：23,100t（一般廃棄物 7,255t 産廃 15,845t）

2020年度：18,766t（一般廃棄物 5,425t 産廃 13,341t）

2021年度：19,678t（一般廃棄物 9,794 産廃9,884 t）

※産廃にASR含む（ASR：Automobile Shredder Residue 自動車破砕残渣）

処理能力：95t/日

従業員数：40名

事業活動：廃棄物（産廃及び一般廃棄物）の中間処理

（焼却・溶融）業務

出資企業：大栄環境(株) (株)大林組 大成建設(株)

エコアクション21代表者：代表取締役 山本 保

環境管理責任者：所長 久保 大輔

事務局：業務課 万代 尚希
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熱分解ガスを1,200℃で処理することで、ダイオキシンやその元になる化合

物を完全分解します。

さらに70℃まで急速冷却し、再合成を抑制するため、ダイオキシンは環境省

基準の1/1000以下となります。

（環境省基準値：0.1ng-TEQ/m3N）

ダイオキシンの発生は、規制値の1/1000以下

精製ガスを利用し自家発電

廃棄物を無酸素状態でガス化し、高温で改質することで天然ガスに匹敵す

るほどクリーンな可燃性ガスに変換・回収します。

ボイラーで燃焼させることにより、1,500kwを発電し、自家発電エネル

ギーとして利用します。

アスベスト等有害物質を含む廃棄物の処理も可能
飛散性アスベスト及び非飛散性アスベストの他、ダイオキシン類、残留有機汚染物質

（POPｓ）、1-4ジオキサン等難分解性とされる有害化学物質の処理許可を取得して

います。

徹底した管理体制で様々なニーズにお応えできます。

環境面、安全面に配慮した常時監視体制で運営
施設内部には、酸素濃度やガス漏れ、気体漏れを検知する多くのセンサーを配置して常時監視して

います。

その他、万が一の異常発生に備え、各種安全装置も完備しています。

また、点検は有資格者によって定期的に実施するなど、安全確保を最優先に操業しています。

回収物を再資源化で埋立負荷ゼロ

処理された廃棄物は、精製ガスの他、硫黄、金属水酸化物、スラグ、メタルなどの

有用かつ無害な物質に変換され、再資源化されています。

このため、埋立負荷はゼロになります。
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●特別管理産業廃棄物処分業（許可者：大阪府知事）
許可年月日 許可有効年月日 許可番号

平成28年10月26日 令和5年10月25日 02720114420

●産業廃棄物処分業（許可者：大阪府知事）
許可年月日 許可有効年月日 許可番号

平成28年10月26日 令和5年10月25日 02720114420

●一般廃棄物再生利用業者指定証（許可者：和泉市長）
許可年月日 許可有効年月日 許可番号

令和4年3月15日 令和6年3月31日 第活-3号

●産業廃棄物
・燃えがら ・汚泥 ・廃油 ・廃酸 ・廃アルカリ ・廃プラスチック類

・紙くず ・木くず ・繊維くず ・動植物性残さ ・ゴムくず

・金属くず ・ガラスくず及び陶磁器くず ・鉱さい ・がれき類

・ばいじん ・令13号廃棄物

●特別管理産業廃棄物
・燃えがら ・汚泥 ・廃油 ・廃酸 ・廃アルカリ ・鉱さい

・ばいじん ・廃石綿など

●一般廃棄物

●ストックヤード
十分な容量（1,917ｍ3）の保管スペースと盗難

防止のための監視カメラを備え、厳しい管理が必

要な廃棄物の保管に対応しています。
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制定日：2011年10月1日

改訂日：2021年 4月1日

株式会社クリーンステージ

代表取締役 山本 保

私達は、企業が社会の一員であることを認識し、環境問題を経

営の重要課題として位置付けております。

事業活動における環境負荷の低減および資源循環、自然環境へ

の配慮、並びに周辺住民の方々の不安解消を基本とした環境保

全活動を積極的かつ継続的に取組みます。

基本理念

１．事業活動に関連する法規等を遵守します。

２．廃棄物の再資源化によりお客様のゼロエミッション

に貢献します。

３．電力及び燃料消費に伴う二酸化炭素排出量削減に努めます。

４．事務系一般廃棄物の排出量削減に努めます。

５．水使用量の削減に努めます。

６．化学物質の適正な使用と管理に努めます。

７．場内緑化及び場内美化に取組みます。

８．地域とのコミュニケーションを推進します。

９．環境経営方針は、全従業員に周知させると共に社内外に

公開します。

環境保全への行動指針
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事務局

みどりの委員会

総務課 業務課

【代表者】
・環境経営に関する全ての責任と権限を有する

・環境経営方針の策定及び見直し

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用等を準備

・環境管理責任者の任命

・エコアクション21委員の任命

・環境経営目標、環境経営計画を承認

・環境経営システムの評価と見直し、指示

・環境経営レポートの承認

【環境管理責任者】
・代表者に代わり、環境経営全体の構築・運用に責任を持ち

それに必要な権限を有する

・代表者からの指示事項の伝達

・環境経営目標及び計画の確認

・環境経営活動の取組評価と代表者への報告

・環境経営レポートの確認

・各取組に関する承認

（環境関連法規遵守状況、教育訓練、問題点是正処置

外部コミュニケーション対応等）

【エコアクション21委員会】
・担当する取組項目の環境経営システム全般の維持管理を

行う責任者とし、担当者を任命し維持管理を推進する

・担当する取組項目について以下の役割を担う

＊環境経営目標及び活動計画策定と実施

＊問題点是正処置の実施

＊教育訓練の実施

・その他、担当する取組項目の環境に関する業務全般

【みどりの委員会】
・場内緑化及び美化活動の取りまとめを行う

・みどりの委員会の開催、議事録作成

・年間活動計画の策定及び実施

・みどりの活動、クリーンデーへの参加及び従業員への

呼びかけ

・大栄環境グループ全体のみどりの委員会への出席

【一般従業員】
・環境経営方針、計画の理解と取組の重要性を自覚

・決め事を守り、積極的、自主的に環境経営活動に参加

【事務局】
・環境経営システムの取りまとめ及び維持管理を行う

・環境経営目標、計画実績一覧表の取りまとめ

・環境経営活動の取組評価と今後の具体策の取りまとめ

・環境経営レポートの作成

・教育訓練計画の策定及び実施

・環境関連法規遵守状況確認及び最新版管理

・その他環境経営システムの事務作業

（委員会の議事進行、議事録作成、文書・記録の管理

エコアクション21審査対応等）

エコアクション21委員会

環境管理責任者

代表者
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※電力排出係数：0.334kg-CO2/KWh（2018年関西電力調整後）にて計算

排ガス自主基準値遵守

自主基準値順守 NOｘ：120ppm  SOx：103ppm  HCl：20ppm ○

場内緑化および美化活動の推進

受託した
産業廃棄
物の処分
における
環境配慮

1回/月以上活動
1回/月

以上活動
（43回/年）

○

化学物質の適正管理

2020年度排水量
排水量（ｍ

3
) 37,673 37,214 ○

実績比-0.2％

化学物質
使用量
削減 化学物質購入量の把握

塗料類：46.8kg
毒劇物：759,936kg

総購入量
(kg)

759,983 ○

使用量（ｍ
3
) 23,990 21,259 ○

実績比-0.2％

排水量削減

水使用
量削減

上水道使用量削減

2020年度使用量
使用量（ｍ

3
) 748.7 720.0 ○

実績比-0.5％

井水揚水量削減

2020年度揚水量

ガソリン・軽油使用量の削減

都市ガス使用量の削減

2019年度使用量
実績比-0.4％

都市ガス使用量（千Nｍ
3
) 2,013 2,417 ×

CO2排出量（ｔ-CO2） 4,349 5,221 ×

購入電力量の削減

2013年度購入
電力量実績比

-1.6％

購入電力量（MWh) 11,306 12,923 ×

CO2排出量（ｔ-CO2）※ 3,776 4,316 ×

軽油+GTL燃料使用量（L) 3,404 2,522

廃棄物
排出量
削減

事務系一般廃棄物の削減

2012年度排出量
排出量（kg） 281.5 291.9 ×

実績比-8.0％

8,044 6,019

実績内訳（kg-CO2）：軽油774　GTL燃料5,245
○

2021年度

目標 実績 評価

○
2019年度使用量

実績比-1.0％
ガソリン使用量（L) 755 578 ○

CO2排出量（kg-CO2） 1,752 1,340

CO2

排出量
削減

2016年度使用量
実績比-1.4％ CO2排出量（kg-CO2）

上記CO2排出量合計（ｔ-CO2） 9,544ｔ-CO2

実績内訳(L)：軽油300　GTL燃料2,223
○
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11,260MWh

都市ガス使用量削減

2019年度
使用量実績

-0.6％

2019年度
使用量実績

-0.8％

2019年度
使用量実績

-1.0％

2,009千Nｍ３

購入電力量削減

2013年度
使用量実績

-1.7％

取組項目
次年度 中長期

2022年度 2023年度 2024年度

ガソリン・軽
油

GTL燃料
使用量削減

※1

ガソリン

軽油＋
GTL燃料

755L 748L 744L

3,400L 3,397L

737.5ｍ３

井水揚水量削減

2020年度
使用量実績

-0.4％

2,005千Nｍ３ 2,001千Nｍ３

廃棄物
排出量
削減

事務系一般廃棄物削減

2012年度
排出量実績

-8.5％

2012年度
排出量実績

-9.0％

2012年度
排出量実績

-9.5％

280.0kg 278.5kg 276.9kg

CO2

排出量
削減

2019年度実績
-1.5％

2019年度実績
-2.0％

2019年度実績
-2.5％

2016年度実績
-1.5％

2016年度実績
-1.6％

2016年度実績
-1.7％

2013年度
使用量実績

-1.8％

2013年度
使用量実績

-1.9％

11,295MWh 11,283MWh

37,522ｍ３ 37,446ｍ３

化学物質
使用量
削減

化学物質の適正管理
化学物質

購入量の把握
化学物質

購入量の把握
化学物質

購入量の把握

2020年度
使用量実績

-0.6％

2020年度
使用量実績

-0.8％

23,942ｍ３ 23,894ｍ３ 23,846ｍ３

排水量削減

2020年度
使用量実績

-0.4％

2020年度
使用量実績

-0.6％

2020年度
使用量実績

-0.8％

37,597ｍ３

水使用
量削減

上水道使用量削減

2020年度
使用量実績

-1.0％

2020年度
使用量実績

-1.5％

2020年度
使用量実績

-2.0％

745.0ｍ３ 741.2ｍ３

受託した
産業廃棄
物の処分
における
環境配慮

排ガス自主基準値順守

自主基準値順守 自主基準値順守 自主基準値順守SOx 103ppm  NOx  120ppm

HCl  20ppm

場内緑化および
美化活動の推進

1回/月以上
活動実施

1回/月以上
活動実施

3,393L

1回/月以上
活動実施

※1：軽油使用量＝軽油（2tトラック1台）＋GTL燃料（2021.4～フォークリフト3台分切替）

GTL：Gas to Liquidsの略称。天然ガス由来の製品。環境負荷の少ない軽油代替燃料。軽油対比CO2排出量8.5％削減。
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【取組事項】

・車両の適正な整備 ・社有車の給油量、走行距離の記録

・場内車両の給油量、走行メーターの記録 ・アイドリングストップの徹底

【評価】

・ガソリン

会議等で社有車の走行距離が前年より2,129km増加しましたが、エコドライブを心掛

けることで目標を達成できました。

・軽油＋GTL燃料

定期整備期間での発電機への給油が増加し、前年度より49L増加しましたが、車両関係

への給油は前年度より161L減少し、目標を達成できました。

【今後の取組】

引き続き、エコドライブに努め、GTL燃料の使用も継続します。

ガソリン・軽油＋GTL燃料使用量削減

ガソリン

目標：755L 実績：578L(1,340kg-CO2)

※アクア1台、eKスペース1台

ドラム缶用フォークリフト1台

【取組事項】

・燃焼空気量の監視及び調整 ・各機器の電流測定、状態確認 ・空調設定温度管理

・省エネ活動についての教育 ・照明、エレベーターの適正使用 ・場内照明LED化

・長時間離席時、PCディスプレイ電源OFF

【評価】

今年度も場内各所のLED化等の省エネ活動並びに個人による節電に努めたが、精製ガス

配管内詰まりにより発電量が低下したことで、目標値を超過しました。

【今後の取組】

管理棟内照明のLED化、工場空気圧縮機室給排気ファンのインバーター化に取組みます。

購入電力量削減

目標：11,306MWh

実績：12,923MWh(4,316t-CO2)

自家発電量：3,511MWh

総電力使用量：16,434MWh

軽油＋GTL燃料

目標：3,404L 実績：2,522L

(6,019kg-CO2)

※フォークリフト2t 1台 6t1台

2tトラック1台

2021年度LED化実績

プラント棟5F：10台

スラグ設備：12台

水処理棟：26台

達成

未達
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都市ガス使用量削減

【取組事項】

・適正な使用量の管理 ・バーナー窒素置換実施

【評価】

削減意識を持って取組んだが、設備に高負荷を与えず連続稼働を目指した結果、計画値超

過となった。また、高含水の廃棄物処理も超過要因に挙げられます。

【今後の取組】

操業状況に応じた適正使用を継続しつつ、投入物（廃棄物）の質を調整することで、削減

に繋げます。

未達

【取組事項】

・ごみ分別の周知徹底 ・コピー機カウンター値の記録 ・分別ごみ重量の把握

・裏紙利用の徹底 ・ペットボトルキャップ、アルミ缶の回収

【評価】

年間を通して目標付近にて推移し、総発生量、EA21活動対象実績値共に前年度以下でし

たが、上期定期整備期間中（6月）の大幅な目標値超過の影響で未達成となりました。

【今後の取組】

慣れによる分別ミスが無いよう全従業員への声掛けと定期整備期間中の廃棄物発生量、分

別状況に注目します。

未達事務系一般廃棄物削減

目標：281.5kg

実績：291.9kg

回収物量

ペットボトルキャップ：10.9kg（約5,450

個）

※約620個でポリオワクチン1人分

アルミ缶：12.0kg

※グループ企業（アルミペレット製造）にて

リサイクル

目標：2,013千Nｍ3

実績：2,417千Ｎｍ3(5,221t-CO2)
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【取組事項】

・洗濯回数を減らす為、作業着の洗濯はある程度まとめてから行う。

・上水道使用箇所（洗濯機、シャワー）の使用回数記録 ・啓蒙活動の継続

【評価】

目標値見直し後の初年度だったが、全従業員が節水意識を持って取組み、目標を達成でき

ました。

【今後の取組】

今後もコロナウイルス感染対策は継続するので、水道使用頻度は多くなりますが、引き続

き節水意識を持って取組みます。

上水使用量削減

目標：748.7m3

実績：720.0m3

【取組事項】

・冷却塔冷却水の管理 ・井水揚水量の調整 ・雨水有効利用、使用量の記録

・配管劣化箇所の抽出、更新 ・井水揚水量の記録 ・各所使用量の記録

【評価】

取組事項の他、計画的な補修工事を実施することで炉体等からの水漏れを防いだことも揚

水量削減に繋がり、目標を達成しました。

【今後の取組】

取組事項の継続と適切な井戸管理を行い、揚水量削減に努めます。

目標：23,990m3

実績：21,259m3

井水揚水量削減 達成

達成
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【取組事項】

・廃水発生状況の把握 ・排水処理設備への送水量調整及び記録

・排水量記録計の管理

【評価】

基準年度見直し後の初年度でしたが、日々の水質チェック、各担当者間の報連相による送

水量調整により年間を通して目標値付近で推移し、目標を達成できました。

【今後の取組】

基準年度見直しからまだ2年目なので、取組事項を継続しながら排水量の動向に着目しま

す。

達成排水量削減

目標：37,673m3

実績：37,214m3

【取組事項】

・化学物質購入量の把握

【評価】

塗料類は、前年度に各所老朽化対策を済ませていた結果、前年度比-69.8kgでした。

毒劇物は、適切な使用・在庫管理を行った結果、前年度比-2,412kgでした。

【今後の取組】

塗料類は、引き続き無鉛塗料を優先的に購入します。

毒劇物は、操業状況に応じた使用量管理を継続します。

達成化学物質の適正管理

塗料類実績

キシレン 6.9kg 1,3,5-トリメチルベンゼン 1.4kg

クロム酸鉛80％ 0kg 1,2,4-トリメチルベンゼン 1.4kg

硫酸鉛20% 0kg         エチルベンゼン 4.6kg

トルエン 32.6kg

毒劇物実績

・HCｌ

35%  365t

・NaOH

48%  383t

・H2O2

35%  11t

・HNO3

67.5%  0.8t   
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【取組事項】

・排ガス自主基準値を遵守した操業継続 ・排ガス分析計の適正な整備

・搬入物の内容確認 ・新規搬入物判定時の組成確認

【評価】

日々、取組事項を確実に行うことで、年間を通して自主基準値を遵守することができまし

た。

【今後の取組】

引き続き取組を継続し、自主基準値遵守に努めます。

達成排ガス自主基準値遵守

自主基準値

NOｘ：120ppm SOｘ：103ppm HCｌ：20ppm

【取組事項】

・みどりの委員会の開催 ・みどりの活動実施及び参加 ・遊歩道美化活動の実施

・クリーンデーの実施 ・地域美化活動への積極的な参加

【評価】

定期的なみどりの委員会の開催と全従業員の協力もあり、計画通り活動することができま

した。

地域清掃活動は、コロナウイルスの影響で上期中は中止が続きましたが、下期は業務調整

を行い参加することができました。

【今後の取組】

引き続き、場内緑化及び美化に努めます。

地域清掃活動は、状況を見極め、参加時は感染予防を確実に行います。

達成場内緑化及び美化活動の推進

地域清掃活動

4回/年 のべ13名参加
目標：1回/月以上活動

実績：1回/月以上、43回/年活動実施
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※ 排出係数：0.334kg-CO2/KWｈ
（2018年関西電力調整後）にて再計算
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●消防訓練

年2回、初期消火を想定した

訓練を実施しています。

内1回は、和泉市消防署員に

立会って頂き、助言を活か

し緊急時に備えています。

●避難訓練

年1回、地震発生を想定し、

所定の場所へ安全に避難で

きるよう訓練しています。
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●社内教育

環境認識教育、停電時対応、

省エネ活動など年間教育計

画に基づき実施しています。

また、業務上必要な特別教

育の受講も行っています。

主な特別教育受講内容

・ダイオキシン類作業従事者

・粉塵作業

・酸素欠乏、硫化水素危険作業

・クレーン運転（5t未満）

・石綿取扱作業

・職長教育

・低圧電気取扱特別教育

・フルハーネス型墜落抑制器具

使用従事者

●主な法規
・大気汚染防止法（ばい煙量または、ばい煙濃度の測定）

・水質汚濁防止法（放流水質の測定）

・計量法（計量器の法的定期検査）

・消防法（防火管理者の選任、消防設備総合点検など）

・ダイオキシン類対策特別措置法（排ガスなどのダイオキシン量測定）

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律（産業廃棄物、特別管理廃棄物処分業許可証など）

環境関連法規への違反・公訴は、ありません。

また、関係当局等から違反等の指摘は、過去3年間ありません。
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●清掃活動
環境活動の一環として、和泉市主催の

いずみ環境くらぶに入会し、環境保全

を目的とした清掃活動に参加していま

す。

また、所在地であるテクノステージま

ちづくり協議会主催の清掃活動にも参

加しています。

この活動を通じて地域の皆様とコミュ

ニケーション大切にしていきます。

●みどりの活動
来場者を気持ちよく迎えられるよう、

場内各所に花壇、正門付近にはメイ

ンとなるウェルカム花壇を設けてい

ます。

また、施設周辺の遊歩道清掃も行っ

ています。
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●クリーンデー
毎月1回、日時と場所を決め、当日出勤者全員で清掃を行い、快適な職場作りに

努めています。

●雨水有効利用
雨水貯留タンクを設置し、草花への水やりや場内清掃に使用しています。

積極的に雨水を使用し、水資源使用削減に努めます。

●ペットボトルキャップ、アルミ缶回収

ペットボトルキャップ：10.9kg/年

（約5,450個）

約620個で相当額をNPO世界の子どもにワク

チンを日本委員会に寄付し、ポリオワクチン

1人分となります。

アルミ缶：12kg/年

グループ企業（アルミペレット製造）にて

リサイクル
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●エネルギーの創出
太陽光発電やバイオマス発電等再生可能エ

ネルギー発電量を高め、地域やエネルギー

のグリーン化に寄与

●災害復興の支援
迅速な復旧・復興のため災害廃棄物の一日も

早い処理を目指します

●森林保全事業の推進
環境と経済を両立させる効率的な森林保全事

業を展開し、日本の林業再生に貢献します

●資源循環の推進
かけがえのない資源であるさまざまな廃棄物

を高効率にリサイクルし、資源循環量を高め

ます

●2050年温室効果ガス実質排出ゼロへ
事業活動によって排出されるCO₂の排出量の

評価、要因分析を行い、排出抑制へ取り組み

ます

●ダイバーシティの推進
あらゆる人が個性を活かして自分らしく活躍

できる職場づくりを進めます

●地域循環共生圏の構築
民間の発想による効率的なインフラ整備によ

り課題を解決し地域社会へ貢献します

●パートナーシップの強化
積極的なコミュニケーションやパートナー

シップの強化により、さまざまな社会課題解

決に貢献します
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●三重大台自然林再生プロジェクト
三重県大台町で山腹崩壊箇所の自然林再

生プロジェクトに参加しています。

現地にて種を採取し、各事業所にて育成

しています。

●環境ラリー
全従業員参加型の環境活動です。

環境アクションをポイント化し、評価

しています。

SDGｓの１７個の目標と組み合わせる

ことで、周知と理解に繋げています。

●環境レター、安全レター
毎月、当番制にて作成され、各事業所で

の取組み等が紹介されています。
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環境経営方針については、現在の方針にて活動を

継続します。

環境経営活動目標については、未達の3項目（購

入電力・都市ガス・事務系一般廃棄物）含め、中

長期計画通りとし達成に向け、注力します。

操業に関するユーティリティー類の価格改定が進

められている中、前年度下期の定期整備以降、発

電量や井水揚水量に回復傾向が見られました。

このように次年度もEA21活動と設備修繕計画を

有効利用し、環境負荷低減に努めます。

2022年4月15日

株式会社クリーンステージ

代表取締役 山本 保

クリーンステージでは、

見学も随時行っています。

【2021年度実績】

87件 156名

21　



株式会社クリーンステージ

〒594-1144

大阪府和泉市テクノステージ2-3-30

URL：http://www.clean-stage.co.jp

【お問い合わせ先】

株式会社クリーンステージ 総務課

TEL：0725-51-3933

FAX：0725-53-3937


